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【表紙の写真】

　４月７日、長岡小学校で入学式が行われ、
58名の新入生が小学校生活のスタートを切
りました。
　入学式後の教室では、担任の先生とのお
約束に、元気よく手をあげて答え、新しく
始まる学校生活に胸をふくらませていまし
た。
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３月定例会あらまし

茨城町　議会だより　許

〇
茨
城
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て・
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
の
解
散
に
伴

い
、
納
税
組
合
長
の
報
酬
に
関
す
る
規
定

を
削
除
。

・
農
業
委
員
会
の
事
務
で
あ
る
農
地
等
の

利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
関
す
る
事
項
に

対
し
、
そ
の
活
動
実
績
及
び
成
果
実
績
に

応
じ
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
農
地
利
用
最

適
化
交
付
金
を
農
業
委
員
及
び
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
に
支
給
す
る
た
め
の
規

定
を
追
加
。

【
施
行
期
日
】　
公
布
の
日
か
ら【

全
員
賛
成
】

　
平
成
　
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
２

29

日
か
ら
　
日
ま
で
の
　
日
間
の
会
期
で
開

13

12

か
れ
ま
し
た
。

　
開
会
初
日
に
は
、
町
長
よ
り
、
平
成
　29

年
度
町
政
執
行
方
針
の
説
明
が
あ
り
、
続

い
て
、
平
成
　
年
度
当
初
予
算
や
条
例
の

29

制
定
な
ど
、　
議
案
に
つ
い
て
提
案
理
由

26

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
６
日
に
は
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
３

人
の
議
員
が
執
行
部
の
考
え
を
質
し
、
そ

の
後
、
議
案
　
件
、
請
願
３
件
を
そ
れ
ぞ

26

れ
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

　
　
日
の
最
終
日
に
は
、
各
常
任
委
員
会

13
委
員
長
よ
り
、
付
託
さ
れ
た
案
件
の
審
査

結
果
の
報
告
が
あ
り
、
討
論
・
採
決
の
結

果
、
全
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
、
請

願
３
件
を
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。
続
い

て
、
議
会
提
出
の
茨
城
町
議
会
改
革
特
別

委
員
会
の
設
置
に
関
す
る
議
案
に
つ
い
て
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
、
そ
の
後
、
茨
城

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員

の
一
般
選
挙
を
行
い
、
海
老
澤
忠
議
長
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
町
長
よ
り

追
加
提
出
の
あ
っ
た
人
事
案
件
１
件
を
同

意
し
、
全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

唖

愛

阿

挨
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平成２９年度当初予算案や町土砂等による土地の埋め立て等の規制に平成２９年度当初予算案や町土砂等による土地の埋め立て等の規制に
関する条例の一部改正案を含む議案など28件を可決・同意しました。関する条例の一部改正案を含む議案など28件を可決・同意しました。
平成２９年度当初予算案や町土砂等による土地の埋め立て等の規制に
関する条例の一部改正案を含む議案など28件を可決・同意しました。

平成29年　第１回定例会
【会期：平成29年3月2日～13日　12日間】

可
決
さ
れ
た
議
案

〇
公
の
施
設
の
広
域
利
用
に
関
す
る
協

議
に
つ
い
て

・
県
央
地
域
９
市
町
村
の
広
域
連
携
事
業

で
あ
る
「
公
の
施
設
の
広
域
利
用
に
関
す

る
協
定
書
」
の
一
部
を
改
正
。
廃
止
に
よ

り
使
用
不
可
と
な
っ
た
施
設
や
圏
域
住
民

の
料
金
格
差
が
な
く
な
る
施
設
に
つ
い
て
、

協
定
書
か
ら
削
除
す
る
こ
と
な
ど
の
改
正
。

【
協
定
締
結
日
】　
平
成
　
年
４
月
１
日
　

29
【
全
員
賛
成
】

〇
茨
城
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等

に
関
す
る
条
例
及
び
茨
城
町
職
員
の
育

児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

法
律
及
び
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児

又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に

関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
改
正
。

育
児
又
は
介
護
を
行
う
職
員
の
職
業
生
活

と
家
庭
生
活
の
両
立
を
一
層
容
易
に
す
る

た
め
、
育
児
休
業
等
の
対
象
と
な
る
子
の

範
囲
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
介
護
時
間

休
暇
を
新
設
す
る
改
正
。

【
施
行
期
日
】　
平
成
　
年
４
月
１
日

29

【
全
員
賛
成
】

旅費の額
（相当する

職）

報　酬
（単位：円）

報酬
区分

職　名区　分

副町長
6万６０００円に町
長が別に定める
額を加算した額

月額会長

農業委員
会の委員

執行機関 副町長
5万９０００円に町
長が別に定める
額を加算した額

月額会長代理

副町長
5万７０００円に町
長が別に定める
額を加算した額

月額委員

一般職
2万５０００円に町
長が別に定める
額を加算した額

月額
農地利用最適化
推進委員

補助機関



距　茨城町　議会だより

〇
茨
城
町
包
括
的
支
援
事
業
の
実
施
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
介
護
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
主
任
介
護
支
援
専
門
員
の
継
続
的

な
資
質
の
向
上
を
目
的
と
し
て
更
新
研
修

を
義
務
付
け
る
た
め
の
改
正
。

【
施
行
期
日
】　
公
布
の
日
か
ら【

全
員
賛
成
】

〇
茨
城
町
土
砂
等
に
よ
る
土
地
の
埋
立

て
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
事
業
者
が
行
う
土
砂
等
の
運
搬
等
に
よ

る
公
共
施
設
の
破
損
や
災
害
の
発
生
防
止

の
担
保
と
し
て
、
保
証
金
の
預
託
を
義
務

付
け
る
た
め
の
改
正
。

【
施
行
期
日
】　
平
成
　
年
６
月
１
日

29

【
全
員
賛
成
】

〇
茨
城
町
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

・
茨
城
町
環
境
基
本
条
例
に
基
づ
き
策
定

し
た
茨
城
町
環
境
基
本
計
画
を
総
合
的
か

つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
、
町
や
町
民

等
の
責
務
を
明
ら
か
に
し
、
清
潔
で
快
適

な
環
境
を
将
来
に
わ
た
っ
て
確
保
す
る
規

定
を
整
備
。

【
施
行
期
日
】　
平
成
　
年
６
月
１
日

29

【
全
員
賛
成
】

〇
茨
城
町
企
業
誘
致
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
茨
城
中
央
工
業
団
地
へ
の
企
業
立
地
を

促
進
す
る
た
め
、
用
地
取
得
奨
励
金
の
交

付
要
件
を
緩
和
す
る
（
工
場
等
の
増
設
に

係
る
用
地
所
得
に
つ
い
て
交
付
要
件
に
加

え
る
）
規
定
を
整
備
。

【
施
行
期
日
】　
平
成
　
年
４
月
１
日

29

【
全
員
賛
成
】

〇
茨
城
町
立
大
戸
小
学
校
校
舎
大
規
模

改
造
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て・
契
約
の
相
手
方
　

　
大
貫
・
大
昭
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業

　
体

（
代
表
構
成
員
）

　
　
東
茨
城
郡
大
洗
町
磯
浜
町
２
４
１
０

　
　
番
地

　
　
株
式
会
社
　
大
貫
工
務
店

　
　
代
表
取
締
役
社
長
　
大
貫
　
茂
男
　

（
構
成
員
）

　
　
東
茨
城
郡
茨
城
町
大
字
長
岡
３
７
０

　
　
番
地

　
　
大
昭
工
業
株
式
会
社

　
　
代
表
取
締
役
　
木
村
　
晃

・
契
約
金
額

　
　
４
億
１
５
８
０
万
円

・
履
行
期
限

　
　
平
成
　
年
１
月
　
日

30

15

　【
全
員
賛
成
】

〇
茨
城
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
消
防
職
の
等
級
別
基
準
職
務
表
及
び
給

料
表
を
６
級
制
か
ら
７
級
制
へ
移
行
す
る

た
め
の
改
正
。

【
施
行
期
日
】　
平
成
　
年
４
月
１
日

29

【
全
員
賛
成
】

〇
茨
城
町
財
政
調
整
基
金
の
設
置
、
管

理
及
び
処
分
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
各
会
計
年
度
に
お
い
て
生
じ
る
決
算
剰

余
金
に
つ
い
て
、
今
後
見
込
ま
れ
る
元
利

償
還
金
及
び
施
設
の
修
繕
・
更
新
費
用
の

増
加
な
ど
、
臨
時
的
な
財
政
需
要
に
柔
軟

に
対
応
し
、
安
定
し
た
財
政
運
営
を
図
る

た
め
、
財
政
調
整
基
金
に
加
え
、
減
債
基

金
及
び
公
共
施
設
等
整
備
基
金
へ
の
編
入

を
可
能
と
す
る
た
め
の
改
正
。

【
施
行
期
日
】　
平
成
　
年
４
月
１
日

29

【
全
員
賛
成
】

〇
茨
城
町
国
営
茨
城
中
部
土
地
改
良
事

業
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備
事
業
茨
城
中

部
地
区
の
事
業
完
了
後
に
一
括
で
支
払
う

負
担
金
に
つ
い
て
、
単
年
度
で
の
過
大
な

支
出
負
担
を
避
け
る
た
め
、
毎
年
一
定
額

を
基
金
と
し
て
積
み
立
て
る
規
定
を
整
備
。

【
施
行
期
日
】　
平
成
　
年
４
月
１
日

29

【
全
員
賛
成
】
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請
願
の
審
査
結
果

継
続
審
査
と
な
っ
た
も
の

〇
「
後
期
高
齢
者
の
保
険
料
軽
減
特
例

の
継
続
を
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出
を

求
め
る
請
願
書

　
水
戸
市
白
梅
４
兀
 １
兀
 　30

　
　
　
　
　
信
和
総
業
ビ
ル
２
Ａ

　
　
茨
城
県
民
主
医
療
機
関
連
合
会
気
付

　
　
　
茨
城
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

　
　
　
　
代
表
委
員
　
瀧
澤
　
利
行

〇
「
高
額
療
養
費
」「
後
期
高
齢
者
の
窓

口
負
担
」
の
見
直
し
に
あ
た
り
、
現
行

制
度
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書
の
採
択

を
求
め
る
請
願

　
土
浦
市
文
京
町
１
 
兀
 　50

　
　
　
　
　
富
士
火
災
ビ
ル
３
階

　
　
一
般
社
団
法
人
 茨
城
県
保
険
医
協
会

　
　
　
代
表
理
事
　
宮
﨑
　
三
弘

〇
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
復
活

を
も
と
め
る
請
願

　
茨
城
町
上
飯
沼
６
２
６

　
　
茨
城
中
央
農
民
組
合
　

　
　
　
浅
井
　
紘
一

３月定例会あらまし



茨城町　議会だより　鋸

人
　
　
　
事

〇
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

議
会
議
員
の
一
般
選
挙
に
つ
い
て

　
　
　
海
老
澤
　
　
　
忠
　
議
員

【
指
名
推
選
に
よ
り
当
選
】

〇
茨
城
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

の
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

小
　
林
　
雄
　
三
　（
神
　
　
宿
）

【
全
員
賛
成
】
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特
別
委
員
会
の
設
置

〇
茨
城
町
議
会
改
革
特
別
委
員
会
の
設

置
に
関
す
る
動
議
に
つ
い
て
（
議
会
提

出
）

　
現
在
、
地
方
議
会
は
、
少
子
高
齢
化
、

人
口
減
少
、
地
方
分
権
の
進
展
な
ど
、
著

し
く
変
容
す
る
時
代
の
潮
流
の
中
で
、
果

た
す
べ
き
役
割
は
飛
躍
的
に
増
大
し
、
こ

れ
ら
の
変
遷
に
対
応
し
た
、
ふ
さ
わ
し
い

進
化
を
遂
げ
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い

る
。

　
そ
う
し
た
中
で
、
町
議
会
で
は
、
議
会

活
動
の
一
層
の
充
実
と
活
性
化
を
図
り
、

町
民
に
信
頼
さ
れ
る
開
か
れ
た
議
会
を
目

指
し
て
、
議
会
基
本
条
例
の
制
定
に
関
す

る
こ
と
の
ほ
か
、
更
な
る
議
会
の
改
革
と

機
能
の
強
化
に
取
り
組
む
た
め
、
諸
施
策

に
つ
い
て
調
査
・
検
討
を
実
施
す
る
特
別

委
員
会
を
設
置
す
る
。

　
設
置
期
間
は
調
査
終
了
ま
で
と
し
、
閉

会
中
も
審
査
す
る
も
の
と
す
る
。

【
茨
城
町
議
会
改
革
特
別
委
員
会
委
員
】

　
大
山
 宏
治
議
員
、
山
西
 正
樹
議
員
　

　
久
保
田
 良
一
議
員
、
亀
山
 勝
男
議
員

　
海
老
澤
 忠
議
員
、
髙
安
 能
久
議
員

　
田
家
 勇
作
議
員
、
福
田
   茂
議
員

　
小
貫
 昭
夫
議
員
、
澤
　
 秀
雄
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
全
員
賛
成
】

唖

愛

阿

挨
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 議会を傍聴してみませんか
　議会では、皆さんの生活に直結した重要な問題が審議されています。
　町政を身近に知るためにも、議会を傍聴してみてはいかがでしょうか。
　傍聴にあたっては、傍聴を希望する当日に受付（役場３階議会事務局）にて傍聴券を受け取り、傍聴
者入口より議場にお入りください。
　傍聴者席は、先着順にて定員35名までとなっております。
　なお、定員を超えた場合は、庁舎１階ロビーに設置してありますテレビでも議会中継をご覧いただけ
ます。

茨城町議会事務茨城町議会事務局局
電話 029-292-1111（代表） 029-240-7193（直通電話　029-292-1111（代表）   029-240-7193（直通））

議会傍聴等についての　
　　お問い合わせ

３月定例会あらまし



漁　茨城町　議会だより

可決された平成28年度補正予算

補正後の額補正額補正前の額会　計　名

114億3434万円▲3億4536万円117億7970万円一　 般　 会　 計

49億7956万円▲1億  245万円50億8201万円国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

3億1106万円▲280万円3億1386万円後期高齢者医療保険特別会計

30億3746万円2376万円30億1370万円介 護 保 険 特 別 会 計

2億5355万円▲2513万円2億7868万円農業集落排水事業特別会計

6億7266万円▲2760万円7億    26万円公共下水道事業特別会計

7億2360万円－（収入）7億2360万円
収益的収入
及 び 支 出

水 道 事 業
会　 　 計

7億1484万円770万円（支出）7億  714万円

1億7400万円▲6857万円（収入）2億4257万円
資本的収入
及 び 支 出

4億4749万円▲6237万円（支出）5億  986万円

 ※水道事業会計
資本的収入が資本的支出額に対して不足する額は、当年度消費税資本的収支調整額、過年度分損益勘定留保資金及び
当年度分損益勘定留保資金で補てんするものとします。

○一般会計補正予算の概要

総務費　8298万円
・職員退職手当特別負担金 1870万円
・茨城町ふるさと寄附金関係経費　
 851万円
・公共施設等整備基金積立 8780万円
・その他 ▲3203万円

民生費　▲1億228万円
・臨時福祉給付金事業費
 ▲3544万円
・医療福祉事務費　 ▲1450万円
・各種特別会計繰出金 ▲2850万円
・その他　　　　 ▲2384万円

衛生費　▲1486万円
・合併処理浄化槽設置整備事業費　
　　 ▲685万円
・茨城地方広域環境事務組合負担金
 ▲591万円
・その他 ▲210万円

農林水産業費　▲4771万円
・農業集落排水整備事業特別会計繰出金
 ▲2364万円
・農地集積対策事業費 ▲619万円
・新規就農者対策事業費 ▲1125万円
・その他 ▲663万円

土木費　▲1億6797万円
・安全安心な道路づくり事業費
 ▲6651万円
・道路新設改良事業費 ▲4341万円
・公共下水道事業特別会計繰出金
 ▲4063万円
・その他 ▲1742万円

消防費　▲1550万円
・消防ポンプ自動車整備事業費
 ▲461万円
・消防施設整備事業費 ▲614万円
・その他 ▲475万円

教育費　▲4173万円
・小学校スクールバス運行事業費　
　　 ▲423万円
・大戸小大規模改造事業費 ▲1994万円
・公民館施設維持管理事業費 ▲491万円
・その他　　   ▲1265万円

災害復旧費　▲3302万円
・公共施設災害復旧事業費
 ▲3302万円

その他　▲527万円
・議会費 ▲140万円
・公債費 ▲387万円

３月定例会あらまし



茨城町　議会だより　禦

増減額平成28年度平成29年度会　計　名
▲1億2161万円50億2823万円49億  662万円国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

▲14万円3億1774万円3億1760万円後期高齢者医療保険特別会計
1億9012万円29億1457万円31億  469万円介 護 保 険 特 別 会 計

351万円2億7902万円2億8253万円農業集落排水事業特別会計
2134万円7億1010万円7億3144万円公共下水道事業特別会計

▲6314万円12億3346万円11億7032万円水 道 事 業 会 計
482万円482万円工 業 用 水 道 事 業 会 計

3008万円104億8794万円105億1802万円合　　　　　　　　　　計

町債町債
6億3460万円6億3460万円
地方消費税交付金地方消費税交付金
5億470万円5億470万円
繰入金繰入金
4億5996万円4億5996万円
その他その他
8億7555万円8億7555万円

町債
6億3460万円
地方消費税交付金
5億470万円
繰入金
4億5996万円
その他
8億7555万円

平成29年度 当初予算総額

214214億79027902万円万円214億7902万円
【前年度比較　１億2308万円 増（0.6％増）】
町民1人当たりの予算額　　65万52円
　　　　　　　　※平成29年3月31日現在　人口3万3042人

一般会計　　109億6100万円（前年度比9300万円増）

特別会計及び企業会計　　105億1802万円（前年度比3008万円増）

町税町税
35億8392万円35億8392万円

民生費民生費
40億475万円40億475万円

地方交付税地方交付税
26億5800万円26億5800万円 国県支出金国県支出金

22億4427万円22億4427万円

総務費総務費
18億1186万円18億1186万円

土木費土木費
11億1577万円11億1577万円

その他その他
1億7062万円1億7062万円

教育費教育費
10億6639万円10億6639万円

公債費公債費
8億2272万円8億2272万円

衛生費衛生費
7億7944万円7億7944万円

農林水産業費農林水産業費
6億3563万円6億3563万円

消防費消防費
4億86万円4億86万円

商工費商工費
1億5296万円1億5296万円

歳入歳入

歳出歳出

町税
35億8392万円

民生費
40億475万円

地方交付税
26億5800万円 国県支出金

22億4427万円

総務費
18億1186万円

土木費
11億1577万円

その他
1億7062万円

教育費
10億6639万円

公債費
8億2272万円

衛生費
7億7944万円

農林水産業費
6億3563万円

消防費
4億86万円

商工費
1億5296万円

歳入
（財源）

歳出
（使いみち）

一般会計

３月定例会あらまし



魚　茨城町　議会だより

３月定例会あらまし

○一般会計予算の主な内容

総務費　18億1186万円
・地域おこし協力隊事業費 1680万円
・防災行政無線施設整備費 6960万円
・公衆無線LAN環境整備事業費
 5235万円
・ふるさと寄附金関係経費 5113万円
・戦略的政策間連携定住等促進事業費
 2674万円

民生費　40億475万円
・自立支援給付事業費  5億9293万円
・後期高齢者医療療養給付費
 3億5512万円
・臨時福祉給付金（経済対策分）事業費
 1億2235万円
・民間保育所運営経費  7億1142万円
・児童手当経費 4億6613万円

衛生費　 7億7944万円
・予防接種委託費　　　　 7100万円
・健康診査事業費　　　　 3800万円
・ごみ処理対策経費　　 3142万円
・合併処理浄化槽設置整備事業費
 2366万円
・空家等対策事業費 　　 　 438万円

農林水産業費　6億3563万円
・経営所得安定対策町助成費  3875万円
・国営緊急農地再編整備事業費
 2275万円
・多面的機能支払交付金事業費
 4838万円
・農地集積対策事業費 1401万円
・新規就農者対策事業費 2363万円

商工費　  1億5296万円
・中小企業活性化事業費 3400万円
・茨城県央地域定住自立圏連携事業費
　（産業振興分野） 　168万円
・町立公園管理運営経費　 　 3725万円
・涸沼自然公園イベント事業費 296万円
・企業誘致推進事業費　　  　1077万円

土木費　11億1577万円
・道路橋梁維持補修事業費 1億  772万円
・安全安心な道路づくり事業費
　　 1億8700万円
・道路新設改良事業費   8886万円
・住宅リフォーム資金助成事業費
 480万円
・都市整備事業費 　　1625万円

消防費　  4億86万円
・救急救助活動経費 760万円
・通信指令運営経費 　　  1000万円
・消防団活動経費 　 3399万円
・消防施設整備事業費 　2067万円
・災害対策経費　　   776万円

教育費　10億6639万円
・教育用コンピュータ関係経費
 6724万円
・スクールバス運行事業費 1億  698万円
・大戸小大規模改造事業費 　8367万円
・小幡城跡施設整備工事関係経費
　 　 958万円
・旧沼前小学校グラウンド整備事業費
 599万円

公債費　  8億2272万円
・地方債償還元金　  7億3936万円
・地方債償還利子　　　  8336万円

その他　 1億7062万円
・議会費　　　　　　   1億2358万円
・災害復旧費　　　　 　 3700万円



茨城町　議会だより　亨

一般質問

調
査
・
研
究
し
、
本
町
の
地
域
特
性
に

合
っ
た
地
域
公
共
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。
自
主
返
納
を
促
す
支

援
策
に
つ
い
て
も
、
県
や
他
市
町
村
の
取

り
組
み
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
同
検
討

委
員
会
に
お
い
て
、
あ
わ
せ
て
検
討
し
て

い
く
。

意
見
　
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
者
に
対

す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、
３
月
３
日
、
４

日
の
読
売
新
聞
に
も
「
老
い
を
考
え
る
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
特
集
さ
れ
て
い
た
。
や

は
り
、
自
主
返
納
後
の
生
活
の
足
の
確
保

が
課
題
と
さ
れ
て
い
る
。

　
茨
城
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
高
齢
者
福
祉

タ
ク
シ
ー
券
を
、
運
転
免
許
証
の
自
主
返

納
者
支
援
策
と
は
関
係
な
く
、　
歳
以
上

70

の
運
転
免
許
証
を
持
た
な
い
方
で
申
し
込

み
さ
れ
た
方
に
対
し
、
初
乗
り
運
賃
が
無

料
に
な
る
チ
ケ
ッ
ト
を
年
　
枚
配
付
し
て

24

い
る
。
そ
の
利
用
状
況
は
、
平
成
　
年
度
、

27

２
３
５
万
２
０
０
０
円
の
予
算
措
置
に
対

し
、
１
３
０
万
円
、
平
成
　
年
度
は
１
８

28

２
万
円
の
予
算
に
対
し
て
、
年
度
途
中
の

平
成
　
年
１
月
末
ま
で
で
、　
万
６
０
０

29

68

０
円
で
あ
り
、
予
算
に
対
し
て
約
１
０
０

万
円
残
る
見
込
み
が
あ
る
と
考
え
る
。
こ

の
１
０
０
万
円
が
あ
れ
ば
、
新
た
な
予
算

を
確
保
し
な
く
て
も
、
現
実
的
な
支
援
策

と
し
て
、
例
え
ば
、
Ｉ
Ｃ
（
電
子
マ
ネ
ー
）

カ
ー
ド
１
万
円
分
の
贈
呈
で
あ
れ
ば
、
１

０
０
人
分
が
見
込
め
る
わ
け
で
あ
り
、
自

主
返
納
に
対
し
て
町
で
も
支
援
し
て
い
る

こ
と
を
周
知
す
る
こ
と
で
推
進
さ
れ
る
と

考
え
る
の
で
、
検
討
を
お
願
い
す
る
。

通
院
な
ど
、
車
は
生
活
す
る
う
え
で
大
切

な
足
で
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
り
、
特
に

高
齢
者
が
免
許
証
を
自
主
返
納
す
る
に
は
、

生
活
の
不
安
や
抵
抗
感
も
あ
り
、
い
つ
か

茨
城
町
に
お
い
て
も
、
報
道
で
見
る
よ
う

な
痛
ま
し
い
事
故
が
起
こ
る
の
で
は
な
い

か
と
大
変
危
惧
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
顔

見
知
り
の
人
が
加
害
者
も
し
く
は
被
害
者

に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
子
ど
も
た
ち
の

登
下
校
は
安
全
な
の
か
と
考
え
る
と
き
、

事
故
抑
止
策
と
し
て
町
が
積
極
的
に
自
主

返
納
を
促
す
た
め
支
援
策
を
考
え
る
と
き

で
あ
る
と
思
う
が
、
考
え
を
伺
う
。

答
弁
　
今
年
度
は
、
高
齢
者
に
運
転
技
術

の
再
確
認
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
茨
城

県
警
察
本
部
と
連
携
し
て
、
運
転
実
技
講

習
や
運
転
適
性
検
査
な
ど
を
実
施
す
る

「
シ
ル
バ
ー
・
ド
ラ
イ
バ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」
を

運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
今
後
も
高
齢
者
を
対
象
と
し

た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
な
ど
、
引
き
続

き
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
に
努
め
て

い
く
。

　
ま
た
、
高
齢
者
等
の
交
通
手
段
の
確
保

策
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
庁
内
の
地

域
公
共
交
通
検
討
委
員
会
に
お
い
て
協
議

を
行
い
、
高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
の

拡
充
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
町
と
し

て
は
、
自
主
返
納
後
の
高
齢
者
等
の
交
通

手
段
の
確
保
は
、
重
要
な
課
題
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
応

す
る
た
め
、
改
め
て
同
検
討
委
員
会
に
お

い
て
、
公
共
交
通
の
現
状
や
住
民
の
ニ
ー

ズ
、
さ
ら
に
は
他
市
町
村
の
状
況
な
ど
を

質
問
　
通
学
路
に
お
け
る
危
険
箇
所
の
改

善
に
つ
い
て
、
安
全
マ
ッ
プ
は
、
学
校
で

整
備
し
児
童
生
徒
に
危
険
箇
所
を
啓
発
し

て
い
る
が
、
全
体
の
危
険
個
所
の
う
ち
、

ど
の
程
度
改
善
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
弁
　
こ
れ
ま
で
実
施
し
た
、
町
道
の
歩

道
整
備
は
、
上
石
崎
地
内
１
０
５
号
線
が

完
了
し
て
い
る
。
小
堤
地
内
の
１
１
６
号

線
は
概
成
、
ま
た
駒
場
地
内
の
４
０
５
３

号
線
に
つ
い
て
は
着
手
し
、
平
成
　
年
度
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完
成
を
目
途
に
整
備
を
進
め
て
い
る
。
県

道
整
備
に
つ
い
て
は
、
県
道
内
原
塩
崎
線

の
長
岡
坂
下
交
差
点
の
整
備
が
完
了
し
て

い
る
。
他
の
路
線
に
つ
い
て
も
早
期
に
完

成
す
る
よ
う
、
引
き
続
き
県
に
強
く
要
望

し
て
い
く
。

意
見
　
県
道
大
洗
友
部
線
の
奥
谷
・
小
堤

の
歩
道
整
備
並
び
に
小
鶴
商
店
街
の
カ

ラ
ー
舗
装
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
対

応
が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
引
き
続

き
県
と
協
議
し
、
安
全
対
策
を
お
願
い
す

る
。
　
　高

齢
者
の
運
転
免
許
証

　高
齢
者
の
運
転
免
許
証
自自

　主
返
納
に
つ
い

主
返
納
に
つ
い
てて

　質
問
　
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
に
つ
い

て
、
茨
城
町
の
現
状
を
考
え
る
と
き
、
道

路
幅
も
狭
く
、
車
歩
道
の
区
別
が
つ
い
て

い
な
い
道
路
が
多
々
あ
り
、
そ
し
て
、
そ

れ
ら
の
道
路
は
通
学
路
で
あ
り
地
域
住
民

の
生
活
道
路
で
も
あ
る
。
一
方
で
は
、
茨

城
町
に
限
ら
な
い
が
、
地
方
に
お
い
て
は
、

日
用
品
や
食
料
品
の
買
い
物
、
病
院
へ
の

一
　般
　質
　問

　　通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い

　通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
てて

　質
問
　
青
葉
中
学
校
の
赤
坂
地
内
の
通
学

路
に
つ
い
て
、
農
地
再
編
事
業
中
の
通
学

路
は
、
県
道
茨
城
岩
間
線
に
変
更
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
想
定
す
る
が
、
通
学
路

の
変
更
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
。
ま
た
農
地
再
編
事
業
後
は
、
現
在
の

よ
う
に
農
道
を
通
学
路
と
す
る
の
か
伺
う
。

答
弁
　
農
地
再
編
事
業
中
の
通
学
路
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
工
事
着
手
に
よ
り
通
行

で
き
な
く
な
る
事
態
と
な
れ
ば
、
通
学
路

の
一
部
区
間
を
県
道
茨
城
岩
間
線
に
変
更

す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
際
は
、
県
等
の

関
係
機
関
と
安
全
対
策
に
つ
い
て
協
議
を

行
い
、
必
要
な
対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、

工
事
に
よ
る
通
学
路
変
更
の
期
間
が
で
き

る
だ
け
短
く
な
る
よ
う
、
事
業
主
体
で
あ

る
農
林
水
産
省
関
東
農
政
局
に
要
望
し
て

い
く
。
ま
た
、
工
事
完
了
後
は
、
圃
場
内

の
道
路
を
通
学
路
と
し
て
、
通
学
の
安
全

確
保
に
努
め
て
い
く
。

山西　正樹　議員



一般質問

表
明
し
て
い
た
だ
き
た
い
。　
年
延
長
は

20

容
認
で
き
な
い
と
の
態
度
を
明
ら
か
に
し

て
ほ
し
い
。

答
弁（
副
町
長
）　
東
海
第
二
原
子
力
発
電

所
は
、
平
成
　
年
に
原
子
力
規
制
委
員
会

26

へ
適
合
性
確
認
審
査
の
申
請
を
行
っ
て
お

り
、
審
査
は
継
続
中
。
こ
の
申
請
は
再
稼

働
に
直
結
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
日

本
原
電
に
対
し
確
約
さ
せ
て
い
る
。
原
子

力
所
在
地
域
首
長
懇
談
会
で
は
、
事
前
了

解
の
権
限
を
東
海
村
の
他
５
市
に
拡
大
す

る
要
求
を
し
た
が
、
昨
年
末
の
回
答
は
、

失
望
極
ま
り
な
い
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
を

受
け
東
海
第
二
発
電
所
安
全
対
策
首
長
会

議
に
お
い
て
も
日
本
原
電
に
対
し
、
真
摯

に
取
り
組
む
よ
う
強
く
再
要
求
を
行
っ
た
。

本
町
と
し
て
は
原
子
力
規
制
委
員
会
の
審

査
状
況
、
安
全
協
定
の
見
直
し
、
避
難
計

画
の
策
定
状
況
、
地
域
住
民
の
理
解
な
ど

の
現
況
を
注
視
し
て
い
く
。
原
発
か
ら
　30

キ
ロ
圏
内
に
１
０
０
万
人
近
い
人
が
住
ん

で
い
る
と
い
う
地
域
は
全
国
で
も
異
常
な

地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
再
稼
働
に
つ
い

て
は
慎
重
に
取
り
扱
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。

答
弁（
町
長
）　
　
自
治
体
首
長
の
協
議
で

15

は
、
私
自
身
も
率
直
な
意
見
を
述
べ
た
。

全
体
と
し
て
、
住
民
の
安
全
確
保
が
最
優

先
さ
れ
る
べ
き
と
い
う
立
場
を
貫
い
て
議

論
が
な
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。
東
海
第

二
原
発
に
対
す
る
私
の
基
本
的
な
考
え
方

は
、
住
民
の
安
全
確
保
が
す
べ
て
の
事
項

に
優
先
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
地
域
住
民

の
多
く
が
納
得
す
る
形
で
結
論
が
導
か
れ

て
い
く
べ
き
も
の
と
理
解
を
し
て
い
る
。

て
き
め
細
や
か
な
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。

町
管
理
の
防
災
倉
庫
に
は
女
性
な
ど
に
配

慮
し
た
備
蓄
を
進
め
て
い
る
。
引
き
続
き

女
性
や
高
齢
者
な
ど
に
配
慮
し
た
避
難
所

設
置
と
運
営
に
努
め
て
い
く
。

③
平
成
　
年
度
に
「
茨
城
町
災
害
時
保
健

27

活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
た
。
さ
ら

な
る
支
援
体
制
の
充
実
を
目
指
し
、
平
成

　
年
度
中
に
見
直
し
作
業
を
進
め
て
い
く
。

29　
　お

年
寄
り
の
移
動
手
段

　お
年
寄
り
の
移
動
手
段
のの

　確
保
に
つ
い

確
保
に
つ
い
てて

　質
問
　
お
年
寄
り
の
移
動
手
段
の
確
保
に

つ
い
て
、
公
共
交
通
の
具
体
化
を
ど
の
よ

う
に
進
め
る
の
か
。
当
面
福
祉
タ
ク
シ
ー

券
の
支
給
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。

答
弁
　
昨
年
締
結
し
た
県
央
定
住
自
立
圏

形
成
協
定
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
地
域
公

共
交
通
事
業
を
圏
域
全
体
で
実
施
す
る
た

め
の
調
査
・
研
究
を
進
め
る
計
画
。
本
町

の
実
情
に
見
合
う
公
共
交
通
体
系
の
構
築

に
向
け
、
庁
内
の
地
域
公
共
交
通
検
討
委

員
会
に
お
い
て
調
査
・
検
討
を
進
め
る
。

高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
利
用
者
へ
の

助
成
に
つ
い
て
は
同
検
討
委
員
会
に
お
い

て
協
議
し
て
い
く
。

　
　東

海
第
二
原
発
に
つ
い

　東
海
第
二
原
発
に
つ
い
てて

　質
問
　
運
転
開
始
か
ら
ま
も
な
く
　
年
と

40

な
る
東
海
第
二
原
発
は
、
ト
ラ
ブ
ル
が
多

い
危
険
な
原
発
。
再
稼
働
に
ぜ
ひ
反
対
を

応
者
全
員
に
配
布
し
て
い
る
。

③
学
校
給
食
法
に
よ
り
、
施
設
整
備
や
職

員
の
人
件
費
等
は
設
置
者
が
負
担
し
、
食

材
料
費
や
光
熱
水
費
は
保
護
者
が
負
担
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
本
町
に
お
い
て

は
、
保
護
者
負
担
は
食
材
料
費
の
み
で
適

正
な
負
担
と
考
え
る
。
全
額
町
負
担
と
す

る
と
毎
年
１
億
円
程
度
が
必
要
に
な
る
。

現
在
の
財
政
状
況
か
ら
無
料
化
は
厳
し
い

と
考
え
て
い
る
。

　　
災
害
対
策
に
つ
い

　災
害
対
策
に
つ
い
てて

　質
問
　
①
茨
城
町
に
お
け
る
高
齢
者
や
障

が
い
者
等
に
特
別
な
配
慮
を
す
る
福
祉
避

難
所
設
置
の
現
状
と
今
後
の
課
題
に
つ
い

て
伺
う
。

②
災
害
時
の
避
難
所
で
の
女
性
へ
の
配
慮

に
つ
い
て
、
女
性
の
視
点
を
生
か
し
た
意

見
を
取
り
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

③
茨
城
県
は
「
県
災
害
時
保
健
活
動
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
を
改
定
し
、
各
市
町
村
に
対

し
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
を
促
す
と
の
こ
と
。

町
で
も
作
成
と
充
実
を
図
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

答
弁
　
①
町
内
の
老
人
福
祉
施
設
や
障
が

い
者
支
援
施
設
の
事
業
者
と
、
今
年
度
中

に
「
災
害
発
生
時
に
お
け
る
福
祉
避
難
所

の
設
置
運
営
に
関
す
る
協
定
書
」
を
締
結

す
る
。
避
難
所
へ
の
移
動
手
段
な
ど
の
課

題
に
も
、
各
施
設
と
連
携
を
図
り
体
制
づ

く
り
に
努
め
る
。

②
災
害
時
の
避
難
所
で
は
特
に
高
齢
者
や

障
が
い
の
あ
る
方
、
乳
児
、
女
性
に
対
し

一
　般
　質
　問

　
　学

校
給
食
の
充
実
に
つ
い

　学
校
給
食
の
充
実
に
つ
い
てて

　質
問
　
①
茨
城
町
の
豊
か
な
農
産
物
を
学

校
給
食
に
取
り
入
れ
、
地
産
地
消
を
さ
ら

に
広
げ
る
努
力
を
お
願
い
し
た
い
。

②
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
一
人
ひ
と

り
の
状
態
に
応
じ
た
丁
寧
な
対
応
を
求
め

る
。

③
子
育
て
支
援
・
父
母
負
担
の
軽
減
の
た

め
に
、
学
校
給
食
費
の
無
料
化
を
求
め
る
。

答
弁
　
①
本
町
で
は
地
元
産
の
農
産
物
を

利
用
し
た
「
ひ
ぬ
丸
く
ん
メ
ニ
ュ
ー
」
を

毎
月
１
回
提
供
し
て
い
る
。
今
年
度
は

「
ひ
ぬ
丸
く
ん
メ
ニ
ュ
ー
」を
さ
ら
に
増
や

す
予
定
。
本
年
１
月
末
現
在
の
地
元
農
産

物
使
用
率
は
　
・
５
％
。
今
後
も
地
産
地

59

消
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

②
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
園
児
・
児
童
・
生

徒
の
保
護
者
に
、
医
師
の
診
断
書
を
提
出

し
て
い
た
だ
き
保
護
者
と
面
談
を
行
い
、

症
状
の
確
認
を
し
て
い
る
。
毎
月
詳
細
な

献
立
表
を
作
成
し
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対

川澄　敬子　議員
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一般質問

２
９
３
名
に
交
付
し
、
交
付
率
は
６
・
８

％
で
あ
る
。
県
平
均
８
・
０
％
を
わ
ず
か

に
下
回
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　
カ
ー
ド
の
交
付
促
進
に
つ
い
て
は
、
広

報
紙
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
け
る
周
知
、

窓
口
延
長
、
月
１
回
の
日
曜
交
付
な
ど
を

実
施
し
、
円
滑
な
交
付
手
続
き
に
努
め
て

き
た
。
引
き
続
き
、
交
付
促
進
を
図
っ
て

い
く
。
ま
た
、
カ
ー
ド
を
利
活
用
で
き
る

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
利
用
開
始
が
今
後
予

定
さ
れ
、
利
便
性
を
再
度
周
知
す
る
と
と

も
に
、
円
滑
な
交
付
業
務
に
努
め
て
い
く
。

意
見
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
率

を
高
め
て
い
く
こ
と
は
、
行
政
処
理
の
効

率
化
に
つ
な
が
り
、
制
度
の
意
味
と
メ

リ
ッ
ト
を
周
知
し
、
普
及
向
上
を
図
る
こ

と
を
お
願
い
す
る
。
ま
た
、
普
及
率
を
高

め
る
た
め
に
も
、
証
明
写
真
が
そ
の
場
で

取
れ
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
や
、
証
明
写
真

ボ
ッ
ク
ス
を
役
場
内
に
設
置
す
る
な
ど
、

環
境
整
備
も
併
せ
て
お
願
い
す
る
。　

　
　　農

振
地
域
の
線
引
き
や

農
振
地
域
の
線
引
き
や
手手

　続
き
に
つ
い

続
き
に
つ
い
てて

　意
見
　
茨
城
町
は
農
業
振
興
地
域
、
い
わ

ゆ
る
農
振
地
域
の
線
引
き
が
厳
し
過
ぎ
て
、

家
が
な
か
な
か
建
て
ら
れ
な
い
と
い
う
話

を
よ
く
聞
く
。
農
振
除
外
申
請
の
受
付
が

年
２
回
、
手
続
完
了
ま
で
６
か
月
以
上
時

間
を
要
す
る
。
人
口
減
少
が
今
後
ま
す
ま

す
深
刻
化
す
る
と
き
、
現
状
を
訴
え
つ
つ

農
振
地
域
の
線
引
き
の
見
直
し
や
手
続
き

の
簡
素
化
な
ど
、
本
当
に
そ
の
地
方
地
方

に
合
っ
た
地
域
創
生
や
人
口
減
少
の
取
り

組
み
と
し
て
、
県
や
国
に
対
し
て
強
い
働

き
か
け
を
お
願
い
す
る
。

継
続
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　
２
人
目
は
、
農
地
を
借
り
て
の
野
菜
栽

培
、
小
幡
城
の
環
境
整
備
や
魅
力
の
発
信

を
行
っ
て
い
る
。

　
３
人
目
は
、
和
棉
栽
培
と
織
物
の
製
作

を
行
い
、
イ
ベ
ン
ト
で
販
売
す
る
な
ど
、

地
域
お
こ
し
や
定
住
に
向
け
て
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
。

　
町
と
し
て
は
、
隊
員
が
将
来
に
わ
た
っ

て
本
町
に
定
住
し
て
い
く
た
め
の
生
活
基

盤
づ
く
り
を
引
き
続
き
支
援
し
て
い
く
。

　
集
落
支
援
員
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
昨

年
度
は
、
集
落
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
地
域
が
直
面
し
て
い
る
課
題
等
の
把

握
に
努
め
て
き
た
。
本
年
度
は
、
各
地
区

事
業
に
積
極
的
に
参
加
・
協
力
す
る
と
と

も
に
、
区
同
士
の
連
携
の
促
進
を
図
っ
て

い
る
。
ま
た
、
現
在
　
地
区
が
実
施
し
て

11

い
る「
ふ
る
さ
と
元
気
づ
く
り
推
進
事
業
」

で
、
申
請
地
区
の
掘
り
起
こ
し
や
、
提
案

事
業
の
企
画
立
案
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

引
き
続
き
集
落
支
援
員
が
地
域
の
活
性
化

の
た
め
活
動
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

意
見
　
今
後
も
茨
城
町
に
か
か
わ
り
の
あ

る
一
人
で
も
多
く
の
人
に
、
茨
城
町
の
魅

力
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
な
施
策
を
要
望
す

る
。
　
　マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
てて

　質
問
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て
は
、

町
民
の
利
便
性
向
上
と
行
政
の
効
率
化
の

た
め
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及

に
力
を
入
れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見

を
伺
う
。
ま
た
導
入
か
ら
約
１
年
が
経
ち
、

茨
城
町
に
お
け
る
普
及
の
状
況
を
伺
う
。

答
弁
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
状

況
に
つ
い
て
は
、
本
年
２
月
末
現
在
、
２

戦
略
に
基
づ
き
、
交
流
人
口
の
拡
大
、
移

住
・
定
住
の
促
進
、
涸
沼
を
中
心
と
し
た

観
光
振
興
等
に
関
す
る
事
業
を
積
極
的
に

進
め
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
観
光
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
　
人
の
養
成
を
は
じ
め
、

19

農
家
民
泊
等
の
体
験
を
実
施
し
、
７
０
０

人
を
超
え
る
方
に
、
田
舎
暮
ら
し
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
１
月

に
「
い
ば
３
ふ
る
さ
と
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク

ラ
ブ
」
を
発
足
し
、
約
２
０
０
人
の
会
員

登
録
が
あ
り
、
町
の
魅
力
を
発
信
し
て
い

る
。
移
住
・
定
住
の
促
進
に
つ
い
て
は「
新

規
就
農
者
研
修
受
入
事
業
」
に
よ
り
２
組

が
移
住
し
、
ま
た
転
入
者
支
援
の
た
め
の

「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
事
業
」
に
よ
り
、

９
世
帯
　
人
の
転
入
を
見
込
ん
で
い
る
。

24

「
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
ひ
ぬ
ま
の

会
」
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
・
運
営

を
は
じ
め
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
、
首

都
圏
か
ら
の
誘
客
を
図
る
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
の
実
施
な
ど
に
よ
り
、
涸
沼
の
魅
力

と
情
報
を
発
信
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
は
、
毎
年
効
果
検
証
を

行
う
こ
と
と
し
、
昨
年
度
実
施
し
た
事
業

は
「
茨
城
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

有
識
者
会
議
」
に
お
い
て
、
総
合
戦
略
に

掲
げ
る
目
標
達
成
に
対
し
、
有
効
で
あ
っ

た
と
の
評
価
を
得
て
い
る
。
今
後
も
効
果

的
な
事
業
を
推
進
し
て
い
く
。

②
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て
は
、
現

在
３
人
の
隊
員
が
活
動
し
て
い
る
。

　
１
人
目
は
、
小
鶴
地
区
内
の
空
き
店
舗

を
利
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス

「
k
o
c
o
・
d
e
」
を
オ
ー
プ
ン
し
、
児

童
・
生
徒
を
対
象
に
、
自
主
学
習
の
場
と

し
て
寺
子
屋
事
業
を
展
開
し
好
評
を
得
て

い
る
。
今
後
は
、
子
ど
も
食
堂
へ
の
移
行

や
隊
員
の
任
期
終
了
後
の
寺
子
屋
事
業
の

一
　般
　質
　問

　　地
方
創
生
の
取
組
状
況

　地
方
創
生
の
取
組
状
況
にに
つ
い
て

つ
い
て

　質
問
　
①
町
で
は
、
人
口
減
少
と
地
域
経

済
縮
小
に
歯
ど
め
を
か
け
る
た
め
、
平
成

　
年
　
月
に
「
茨
城
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し

27

12

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
た
。
こ

の
総
合
戦
略
に
揚
げ
ら
れ
た
施
策
取
り
組

み
は
、
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
か
。
こ
れ

ま
で
の
地
方
創
生
に
つ
い
て
、
町
の
取
組

状
況
、
成
果
及
び
今
後
の
対
応
を
伺
う
。

②
町
で
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い

て
、
平
成
　
年
か
ら
事
業
実
施
し
、
小
鶴

27

地
区
で
の
寺
子
屋
は
、
地
域
の
方
々
や
茨

城
大
学
の
学
生
、
商
工
会
青
年
部
な
ど
の

協
力
を
得
な
が
ら
運
営
さ
れ
、
新
聞
に
も

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
活
動

に
よ
り
、
町
も
さ
ら
に
活
性
化
し
て
い
く

と
期
待
し
て
い
る
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
活
動
状
況
、
成
果
及
び
今
後
の
対
応
に

つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
と
も
に
集
落
支
援
員
制
度
も
始
ま
り
、

町
で
は
、
地
区
ご
と
に
５
名
を
採
用
し
て

い
る
。
集
落
支
援
員
の
活
動
状
況
、
成
果

及
び
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　
①
地
方
創
生
に
つ
い
て
は
、
総
合

石川　祐一　議員



供　茨城町　議会だより

 県
北
中
央
町
村
議
会
議
長
会

 議
員
研
修
会

　
去
る
２
月
８
日
、
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
、
平
成
　
年
度
県

28

北
中
央
町
村
議
会
議
長
会
議
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
茨
城
町
外

４
町
村
の
議
会
議
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
茨
城
県
知
事
の
橋
本
昌
氏
が
講
師
に
招
か
れ
、

「
茨
城
県
に
お
け
る
地
方
創
生
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
、
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
茨
城
県
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
や
い
ば
ら
き
未
来
共
創
プ
ラ
ン
な
ど
、
今
後
の
茨
城
県
の
地
方

創
生
に
係
る
施

策
展
開
な
ど
に

つ
い
て
学
習
で

き
、
各
自
治
体

の
政
策
検
討
に

大
い
に
参
考
と

な
る
研
修
と
な

り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
参
加
者

に
よ
る
意
見
交

換
会
が
行
わ
れ
、

情
報
共
有
・
交

換
の
場
と
し
て
、

大
変
有
意
義
な

も
の
と
な
り
ま

し
た
。

１
月
臨
時
会
あ
ら
ま
し

　
平
成
　
年
第
１
回
臨
時
会
が
１
月
　
日

29

26

に
開
か
れ
ま
し
た
。
町
長
か
ら
提
出
さ
れ

た
平
成
　
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
関

28

す
る
議
案
１
件
に
つ
い
て
、
討
論
・
採
決

の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　

可
決
さ
れ
た
議
案

〇
平
成
　
年
度
茨
城
町
一
般
会
計
補
正

28

予
算
（
第
５
号
）

・
霞
台
厚
生
施
設
組
合
に
お
い
て
、
平
成

　
年
２
月
１
日
入
札
公
告
予
定
の
「
新
広

29域
ご
み
処
理
施
設
整
備
・
運
営
事
業
」
に

係
る
債
務
負
担
行
為
の
設
定
に
あ
わ
せ
、

構
成
４
市
町
（
石
岡
市
、
か
す
み
が
う
ら

市
、
小
美
玉
市
及
び
茨
城
町
）
の
負
担
割

合
に
応
じ
た
負
担
金
に
係
る
債
務
負
担
行

為
を
設
定
。

　
設
定
期
間
は
平
成
　
年
度
か
ら
平
成
　

28

52

年
度
ま
で
で
、
限
度
額
は
　
億
　
万
２
千

44

78

円
に
消
費
税
及
び
物
価
等
の
変
動
に
伴
う

増
減
額
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。

【
賛
成
多
数
】

唖

愛

阿

挨

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

１月臨時会あらまし・議会活動報告

 町
村
議
会
議
員
自
治
研
究
会

　
去
る
２
月
　
日
、
茨
城
県
市
町
村
会
館
に
て
、
平
成
　
年
度
町

21

28

村
議
会
議
員
自
治
研
究
会
が
開
催
さ
れ
、
県
内
町
村
の
議
会
議
員

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
研
究
会
で
は
、
２
名
の
講
師
が
招
か
れ
、
茨
城
県
総
務
部
長
の

菊
地
健
太
郎
氏
か
ら
「
国
の
政
策
、
県
の
政
策
、
地
方
行
政
の
方

向
性
」
に
つ
い
て
、
山
形
弁
研
究
家
の
ダ
ニ
エ
ル
・
カ
ー
ル
氏
か

ら
「
日
米
文
化
比
較
論
～
人
づ
く
り
・
街
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
講
演

を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
町
全
体

で
魅
力
づ
く
り

に
取
り
組
む
こ

と
の
重
要
性
な

ど
、
こ
れ
か
ら

の
地
方
行
政
の

あ
り
方
に
つ
い

て
大
変
参
考
と

な
る
研
修
と
な

り
ま
し
た
。



お知らせ

茨城町　議会だより　侠

　　
議
員
出
席
状
況

　
　
１
月
臨
時
会

　
　
　
１
月
　
日
　
全
員
出
席

26

　
　
３
月
定
例
会

　
　
　
３
月
２
日
　
２
名
欠
席

　
　
　
　
　
６
日
　
１
名
欠
席

　
　
　
　
　
　
日
　
全
員
出
席

13

　
傍
聴
者
数

　
　
３
月
定
例
会

　
　
　
　
　
男
　
　
　
名
25

　
　
　
　
　
女
　
　
4
名

　
　
　
　
　
合
計
　
　
名
29

傍
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

広
 報
 委
 員
 会

　
　
委
　員
　長
　
山
　
西
　
正
　
樹

　
　
副
委
員
長
　
川
　
澄
　
敬
　
子

　
　
委
　
　
員
　
鳥
羽
田
　
　
　
力

　
　
　
　〃
　　
　
石
　
川
　
祐
　
一

　
　
　
　〃
　　
　
入
　
野
　
富
　
男

　
　
　
　〃
　　
　
亀
　
山
　
勝
　
男

  

審 議 等 の 内 容種 別時刻曜月/日期

全員協議会

10時木6/81

議案一括上程、提案理由説明本　会　議

議事調査休　　　会金6/92

議事調査休　　　会土6/103

議事調査休　　　会日6/114

一般質問
議案等の質疑、委員会付託

本　会　議
10時月6/125

付託案件の審査（常任委員会）委　員　会

付託案件の審査（常任委員会）委　員　会10時火6/136

付託案件の審査（常任委員会）委　員　会10時水6/147

議会運営委員会

10時木6/158 全員協議会

付託案件の報告、質疑、討論、採決本　会　議

平成29年第２回定例会　会期日程（案）


